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　散水によって含水した積雪上を列車が走行する際の速
度規制方法に関して，天候や積雪状況に加え軌道内の雪
質を指標とする方法を検討した。車両模型（床下平滑化
車両）を列車の高速走行を模擬する試験装置に取り付け
て濡れ雪の舞い上がりの再現試験を行った。その結果，
散水によって積雪の密度が大きく，もしくは含水率が高
くなるほど，車両通過時の舞い上がりの発生が抑制され
ることが明らかになった。試験速度と，舞い上がりの発
生／非発生の境界の密度および含水率との関係を求めた
結果，それぞれ両者には強い相関があることが分かった
（図）。さらに，新雪への散水試験結果から，散水時の積
雪の密度と含水率の変化を，散水量の実測値と沿線の気
象要素を用いて推定する方法を示した。推定された密度
及び含水率と図中の関係式とを用いることによって，雪
質に応じて，濡れ雪の舞い上がりが発生しない上限の走
行速度を推定できる。

（鉄道総研報告，2008年1月号）

図　舞い上がりが発生する速度と密度および含水率との関係

ρ = 1.00v - 48.33
W = 0.16v - 10.67
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